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第６回　冬のがん薬物療法セミナー参加者名簿

１．教職員・スタッフ

1 村川　康子 宮城県立がんセンター

2 渡辺　みか 東北大学病院　病理部

3 加藤　俊介　 東北大学加齢医学研究所臨床腫瘍学分野

4 下平　秀樹 東北大学病院腫瘍内科

5 城田　英和 東北大学病院腫瘍内科

6 高橋　信 東北大学病院腫瘍内科

7 塩野　雅俊 東北大学病院腫瘍内科

8 高橋　雅信 東北大学病院腫瘍内科

9 添田　大司 東北大学医学部がんプロフェッショナル養成推進プラン

10 本野　真由美 東北大学大学加齢医学研究所臨床腫瘍学分野

11 齋藤　綾 東北大学医学部がんプロフェッショナル養成推進プラン

２．受講者

1 後期研修医(卒後３年目） 東北大学病院

2 後期研修医３年目 日本海総合病院

3 初期研修医２年目 みやぎ県南中核病院

4 卒後研修センター1年目 東北大学病院

5 学生 東北大学医学部

6 学生 東北大学医学部

7 学生 東北大学医学部

8 学生 東北大学医学部

9 大学院生 東北大学大学院医学系研究科

10 大学院生 東北大学大学院医学系研究科

11 大学院生 東北大学大学院医学系研究科

12 大学院生 東北大学大学院医学系研究科

13 大学院生 東北大学大学院医学系研究科

14 大学院生 東北大学大学院医学系研究科
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第６回 冬のがん薬物療法セミナー報告 

 

東北がんプロフェッショナル養成プラン教育事業の一環として、平成２４年 

１２月１日(土)２日(日)の２日間、「第６回冬のがん薬物療法セミナー」を 

実施した。本セミナーでは、東北大学、宮城県立がんセンターから、各領域の

専門医が最新のがん治療法を含めた臨床腫瘍学の基本とトピックスを講義した。

また、教員・受講生間の交流を促進し、東北がんプロフェッショナル養成プラ

ンの事業を推進させた。受講対象は、東北がんプロフェッショナル養成プラン

の採択によって新たに東北大学大学院医学系研究科に新設された腫瘍専門医コ

ース（がん薬物療法）への入学が来年度に予定されているか、または将来入学

を希望する初期・後期研修医、医学部学生または日本臨床腫瘍学会のがん薬物

療法専門医の認定資格を目指す若手医師である。 

 

【成果】： 本セミナーは、主たる対象を研修医、大学院生、医学部学生および

臨床腫瘍学を志す若手医師として設定した。東北がんプロフェッショナル養成

プラン採択後より開始され、毎年１回、１２月初旬に開催しており、その６回

目である。今回の参加者は東北地方の研修病院から後期研修医２名、初期研修

医２名、医学部６年生１名、医学部５年生２名、大学院生７名であった（この

他、関連大学・病院から２名、当大学教員７名、事務１名、秘書１名を加えて、

合計２５名）。内容は、これまで同様に「がん薬物療法学」及びそれに関連し

た分子生物学研究を中心とした講義であった。今年度の特徴として、分子病理

領域の専門家からの講義を加えることで、消化器癌以外の領域での癌治療のプ

ログラムが組むことができた。また、セミナー終了後に無記名でのアンケート

集計を行ったところ、後期研修医、初期研修医、医学部学生、大学院生の回答

者１１名は「とてもためになった」（９名、８１．８％）または「ためになっ

た」（１名、９．１％）と回答しており、教育セミナーとして極めて有益であ

った。（アンケート結果は別紙参照） 

 

【今後の計画】：本セミナーのアンケート調査を基に来年度以降のプランを検

討する予定であるが、本セミナーは若手医師への最新の「がん医療」の紹介の

場として、上記のように参加者の評価も極めて高い。『がんプロ』は将来のが

ん治療を指導する医師の育成を目標としたプランであり、教育事業の一環とし

ての本セミナーは今後も引き続き行っていきたいと考えている。 
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